
第 4学年 図画工作科学習指導案

4年       26名
指導者  立田香江子

授業場   4年 教室

1 題材名 願いの種から くA表現 (2)立体に表す・ B鑑 賞〉

2 題材設定の理由

今のコロナ禍による社会の混乱を誰が予想 しただろうか。 しか し,自 然災害による被災や経済の悪

化,海外情勢の変化など,予想もできない状況は児童の未来にも起こりうる。そのような中で,自 分

の力で問題解決を図 り, 自分にとってよりよい未来を切 り開いていくためには,主体的かつ対話的な

学びの過程において 「考える」ことを児童に保障する授業を行 うことが大切である。本題材において

も,児童が 「ひと 。もの 。こと」と豊かにかかわ りながら作品を作つていく過程で,造形的な見方・

考え方を育くみ,児童の 「自立の素地」を育てることにつながると考える。

本学級の児童は,いつも図画工作の時間を楽 しみにしてお り,豊かに発想 してのびのびと表現する

ことができている。「絵の具で遊んで『 自分いろがみ』」の題材では, 21種類の材料に絵の具をつ

けて,転が した り,丸 めてたたいた り,息 をふいて絵の具を伸ばした りするなど,様々な方法で試 し

ながらテーマに合わせた作品をつくることを経験 している。また 「トン トンつないで」の題材でも,

角材 と薄い板材をくぎでつなぐことで生まれる形や動きから想像を広げ,動 きの面白い作品をつくっ

た。角材をのこぎりで切つた りくぎで角材 と板材をつないだ りする活動は初めてとい うこともあり,

思い通 りに表現できずに悩む様子も見られたが,試行錯誤する中で思わぬ動きを発見 した り,よ り面

白い動きになるように工夫 した りすることができるようになっていった。つくることに苦手意識をも

つている児童 も,製作途中で友達の作品を見て,イ メージを広げた りや り方を真似 した り,の こぎり

やきりの使い方を考えながら協力 して使つた りするなど,友達 とかかわ りあ うことで,製作活動を楽

しめている様子だつた。そこで,個々の技能の優劣にとらわれず,新たな造形的な見方や考え方を生

か して自由に発想 し,自 分の表現 したいことを心ゆくまでつくらせたいと考え,本題材を設定 した。

本題材は,ま ず 自分の願いや夢からイメージした形を 「種」 として表現する。そ してそこから伸び

る「枝葉や根,茎 ,花や実」を,未来の自分の姿として表現 していく。それぞれの材料のよさや特徴 ,

材料相互の組み合わせから,自 分の願いや未来はどのような形や色をしていて, どのような伸び方を

するのか,イ メージを広げながら自分の表 したいものを考え,試行錯誤 しながら,工夫 してつくりあ

げていく。それは,自 分の思いや 自分 自身について深 く考える機会になり,児童の成長 していく過程

とも重なる活動になると期待できる。

本題材では,十分な量の多様な材料を準備する。主な材料は紙粘土である。紙粘土は軽 くて扱いや

すい。着色することもでき,他 の材料を包むこともできるので,「種」 としてだけではなく,他のパ

ーツにも応用 しやすい。その他の材料については,児童も使えそ うな材料を集めて持ってくるように

呼びかける。最初から題材の趣旨に合つたものを持参させるのではなく,竹ひごのような「細いもの」

発泡スチロールのような「軽いもの」といった抽象的で目的の曖味なものを集められるようにしたい。

意図のはっきりしない諸材料が,子 どものひらめきによつて,「 種」や 「枝葉」などに変貌する過程

を大切にすることで,造形的な見方や考え方を育てたい。また,製作前に夢や願いについて話 し合っ

た り,製作途中で, ミニ鑑賞会を開いた りして,友達の意見や作品から自分の表 したいもののイメー

ジを広げられる機会を多く設定するようにする。そのためにもワークシー トに, 自分の願いをどのよ

うな「種」として表現するのかを考える時間を十分に取るようにしたい。材料や友達 と豊かにかかわ

りながら,「願いの種」から自由に広がる自分 らしい作品をつくりだせるように,支援 していきたい。



3 題材の 日標

(1)自 分の思いを表現す ることを通 して,材料のよさや組み合わせの面 白さが分か り,形や色,表
し方 を工夫 して表す。                        (知 識・ 技能 )

(2)身近な材料や用具の特徴 を生か した表現の仕方を考 え,試 しなが ら自分のイメージをどのよ う

に表す とよいかを考えるとともに,友達の表現のよさを感 じ取 ることで, 自分の見方や感 じ方

を広げる。                         (思 考力・表現力・判断力 )

(3)自 分の願 いや夢を伝 える表現の仕方に関心をもち,楽 しんで取 り組 も うとす る。

(学 びに向か う力 )

4 題材の評価規準

知識・技能 思考 。判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

材料 の よ さや組み合 わせ の

お もしろさに気付いている。

用具 を適切 に扱 いなが ら ,

材料 を生か した表現 を工夫

している。

。身近 な材料や道具 の特徴 を

生か した表現 の仕方 を考 え

ている。

0試 しなが ら自分 の表 したい

イメージを広げている。

自分の願いや夢を伝 える楽

しさを味わいなが ら取 り組

もうとしている。

5 指導と評価の計画 (全 8時間  本時 6/8)
時 間 ねらい 。学習活動 評価の観点 評価方法等

1 。願 いや夢 について話 し合 い,自

分の夢や願 い を どの よ うな 「願

いの種」 に表せ そ うかイ メー ジ

を広 げなが らワー クシー トに書

き出す。

日◎

□ o

。「願 いの種」を どのよ うに表そ うと

しているのか,話 し合いの様子を観

察 した リワークシー トを見た りする

などして把握する。

(観察・ ワークシー ト)

２

　

３

自分 の夢や願 い をかなえて くれ

る 「種」 を,材料や表 し方 を工

夫 しなが らつ くる。

□◎

□○

・材料や表 し方を, どのように工夫 し

ているのか,観察 した り声をかけた

りして把握 し,指導に生かす。

(観察・対話 。作品)

4

５

　

６

　

７

「種」か らどんな枝葉や根 ,茎
が育ち, どんな花や実がなるか

想像を広げ,材料の特徴や組み

合わせの違いを生か して表す。

ミニ鑑賞会で友達の作品や発想

か ら, さらに材料の特徴や組み

合わせの見方やイメージを広げ ,

自分の作品に生か してつ くる。

□ ○

日◎

□○

。材料や道具の特徴をどのように生か

してつ くろ うとしているか,つ くる

様子や作品を見た り,問 いかけた り

して学習状況を把握する。

(観察 。対話・作品)

・友達の作品か ら, どのようにイメー

ジを広げてつ くろうとしているのか ,

ワークシー トやつ くる様子,作品か

ら把握する。

(観察 。ワークシー ト・作品)

8 友達 の表 し方 の工夫や違 い,よ

さについて感 じ取 つた こ とを伝

え合 う。

日◎

□ ○

。自分や友達の作品を見て,違いや よ

さをどのように感 じ取つたのか,話
し合いの様子や発言内容 ,ワ ークシ

ー トの感想か ら把握 し,指導をふ り

かえる。

(観察 。ワークシー ト)



6 本時

(1)目 標

鑑賞 した友達の作品を元にイメージを広げ,表 し方や工夫の仕方を考えた り試 した りしながら

表現する。

(2)展開

学 習 活 動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準

評価

方法

本時の学習活動や めあて

を確認す る。

1友
達の工夫 してし

鑑賞 した友達の作品の工

夫 されている部分について

発表す る。

「種」から伸びる枝葉や ,

茎,根 ,花や実をつ くって

いく。

振 り返 リカー ドに記入

し,本時の学習を振 り返 る。

○前時までの活動 を振 り返 り,本時

のめあてを確認 し,学習の見通 し

をもたせ る。

発言

ワークシ

ート

作品

対話

るところを,自 分の表現に生か して作ろう。

D表 し方の よ

にを感 じ取つ

【鑑賞】

D表 したいイ

ンエ夫 してつ

るヽ。

【技能】

○友達の作品のよさや工夫 した点を

材料の組み合わせ方の違いや新 し

い使い方などに着 目しながら,発
表を聞けるように,黒板に観点を

示す。

○話 し合いの中での気付きを自分の

表現に生かせるように,考 えを聞

き取つた り,表現例を提示 した り

し,多様な試 し方を探れるよう支

援をする。

○本時の活動 を振 り返 り,次時への

活動 につなげる

友達

さや工

ている

自分

メージ

くつて

(3)評価及び指導の例

「十分満足できる」 と

判断 され る状況

材料の特徴や材料相互のよさを生かした表し方や組み合わせ方

に着目して, 自分の表したいものを思いつき,工夫している。

【思考】

自分の表したいものを,考 えたり試 したりしながら,工夫して

つくつている。                  【技能】

「おおむね満足できる」状況

を実現 させ るための具体的な

指導

多様な材料の特徴を触 りながら味わわせた り,願いや夢をワー

クシー トに書かせた りして,自 分の表 したいものと材料がつなが

るよう支援する。

話 し合い活動を導入と製作途中に設定 し,友達の表現からイメ

ージが広げられるようにする。



第 4学年分科会 公開授桑記録

小松島市児安小学校 立 田 香 江 子

題材名 願いの種から

目標  (1)鑑 賞 した友達の作品を元にイメージを広げ,表 し方や工夫の仕方を考えた り試 した りしな

がら表現する。

展開  (本時 6/8)

教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○

　

○

前時のふ りかえ りをする。

願いの種。昨 日はなにしましたか。

ミニ鑑賞会をしま したね。まだみんな途中

ですね。参考にな りましたか。

前回は材料がみんなを助けてくれたけど,

今 日は友達の作品が助けてくれるん じゃない

かな。今 日の 目当てはこれにしたいと思いま

す。心の中で読んでね。 <め あて提示 >

発表をする。 (全体で )

どんなところが参考になつたか言つてもら

お うと思 うんですが,鑑賞のポイン トふたつ

あったね。何で したか。

この二つを中心に見てねつて言つたね。 じ

ゃあ,ま ず工夫 しているところを発表 してく

れるかな。誰のかも言つてあげてね。

○

○

○

―
ヽ

○ こまね したい な と思 うところなか った。

○

　

○

完成 していないやつを鑑賞 した。

参考になった。

友達の工夫 してい るところを, 自分

の表現に生か して作 ろ う。

○

　

○

材料のよさを発見 しているか。

ミラクルな材料の組み合わせ。

消防車の上の部分を粘土 とガムテープの芯

で表 していたのが よかつた。

Mさ んのス トロー を切つて紙粘土に さして

いるのが工夫 しているな と思つた。

Sさ んの,ス トローを細か く刻んでいろいろ

な ところに さしていた ところ。

カ ップの中に入つているお米 を,粘土 とプチ

プチを使 つて表現 しているところ。

Mさ んいろんな色の粘土をつかつていた と

ころが工夫 していると思った。

Aさ んのアル ミでク リームがあるところを

表現 していた ところ。

Yさ んのよ うじをつかつて野球のボールが

飛んでい くのをあ らわ していた ところ。

Sさ んの花のスポンジをボタンみたいに し

○

○

○

○

○

○

○

○

F.J



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○ 自分の作品では何につか うの。

○ 材料以外でもこれいいなってい うのを書い

ていた人いたよね。 Y君,K君のまね したい

つて,ど うい うことだった。

○ みんな書いていたことたくさんあったけ

ど,い かせそ うですか。 こないだは材料だつた

けど,今 回は友達のをいかせそ うですね。つ く

るときですが,切 るときは先生に言つてくださ

い。それ と,竹ひごみたいな長いものは目を突

いた りしたらあぶないので十分気を付けてくだ

さい。今 日もミラクルがおきるかな。 じゃあや

つてみま しょう。 30分 しかないけど50分ま

でや りま しょう。

つ くつていく。 (個 人で )

こっから広がっていくかな。

スポンジははさみでき りわけてみよう。

す ごいかわいい色。

これ何かにな りそ う。

○

○

○

○

○ 紙粘上の上か ら補強 した ら?固 まった

になるかわか らんけど回 したらどうなる

何９
・　
　
９
・

ていたか ら,ぼ くはつまよ うじにさして,花が咲

いているよ うに したい。

O Iさ んの割 りば しをた くさん さして派手に

しているところをまね したい。

O Fさ んのひもを横 にくつつ けて,そ こにひ も

を通 して揺れ るブランコをつ くっていて,ぼ く

もどこかでまね したい。

O Hさ んのカラーモール をね じり合わせたも

のを伸ば しているところをまね したい。

O Uさ ん,ビーズを中に埋 め込んでいるところ

がいいな と思った。

O Tさ ん,人 の大きさがいい感 じで上手につ く

れていた。

○ 人の大 きさとか。

○ ゲーム機か らいろいろな発想ができてい

た。紙粘上をあま り使わず材料 をた くさん使

つていた。材料 も少 しは使お うと思つた。

友達の意見や 自分が見つけた友達のいい と

ころを参考に して,種か ら広がる茎 ,枝 ,葉 っ

ぱ,根 をつ くってい く。

○ スチ ロールめっちゃ鉄につ く。

○ メラミンスポンジを人に しよ うかな

○ 人の手は竹ひ ごでいいかな

○ こんなに水色粘土い らんかった。

○ 俺任天堂スイ ッチつ くる。

○ 赤,青 ,黒がいるなあ。



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○

　

○

○

○

○

○

友達の見てくる ?

粘土に練 りこまないでもかわいてか ら上か

ら縫つてもいいよ

粘土足 りるかな。

今 日つ くつた感想を言 う。 (全体で)

ミラクルあ りま したか。友達の工夫 してい

るところやまね したいところをつかってみた

らけっこううまくいってたね。

どれ,こ れお もしろいんよ。材料言つてく

ださい。

下に何を使ってるんかなと思ったら,ト イ

レッ トペーパーの芯だったんやな。 B君参考

になったんやって。他にありませんか。 この

人のこの材料の使い方 とか,ま ね したのあ り

ませんか。

糸 と粘土で釣 り竿になったん。ちょっと見

てみて,こ れはす ごいよ,指 さして。 ミラクル

やな。ほかにあ りませんか。

見せて。みんな手止めてよ。 これやな。紙

粘土 とよくわからないもの。他あ りますか。

見て。 どうかな。ハシビロコウはどこいつ

たん。ああ,こ こにおるんやな。水そ うがで

きたんやな。おもしろいな。ほか言いたい人

いますか。次の時間で完成するかな。 次の

時間に続きしたいと思います。材料は足 りて

いますか。足 りないもの,欲 しいものがあっ

たらまた持ってきてくださいね。

○

○

○

○ これ何 に使お う。

○ 切 りに くい,カ ッター使 ってもだめだつた。

○ ペ ッ トボ トル キャップ切れん。

○ めあてのものがあったけ ど色が・ ・・。

○ モールがない。

O B君 のユーチューブのマークをつ くつた ら

ユーチューバーっぱ くなった。

○ トイ レッ トペーパーの芯 と紙粘土。

○ 糸 と粘上でつ りざおをつ くろ

くつ りざおっぽくなつた。

した,う ま

○ 紙粘土 と,こ んな・

・・・紙粘上でつ り

。何だろう。 これ

ざおになった。

○ カップと水色ス

○ はい。

○ モール。

ローで水 そ うにな つた。

板  書
丁丁¬

…
1111‐iI麟:1耀織



第 4学年分科会 研究協議

1課

(1)

(2)

題 点

絵や立体,工作に表す活動を通 して,表 したいことを見付けることや, どのように表すかに

ついて考えることができるようにするにはどうすればよいか。

絵や立体,工作に表す活動を通 して,表 し方を工夫 して表すことができるようにするにはど

うすればよいか。

(3) 鑑賞する活動を通して,造形的な魅力や造形的な表現の内容,方法,意図や特徴,表 し方の

変化などについて感 じ取ったり考えたりし, 自分の見方や感じ方を広げたり深めたりするには

どうすればよいか。

解決の一方策

(課題点 (1)について )

(1)材 料との出会いや発想の面白さが組み合わさり「ミラクル」力`おきる。今回「ミラクル」と

いう言葉を用いていたように,子 どもたちがやる気になるフレーズを用いることで, 日標を共

有することができるのではないか。

(2) 子どもたちに選択する機会をもたせ, 自由に学ぶ環境を大切にした授業であった。思いつい

たことを自由に表現する場を保証することにより,考える力や試行錯誤しながらも挑戦する力

が育つ。その際に,人 との交流や材料との交流は大きな力になる。グループ分けされた材料コ

ーナーやタブレットでの紹介はより豊かに発想を広げる助けとなっていた。

(3) ワークシー トについては,大まかなテーマで組むとよいのではないか。細かくしすぎると難

しくなり,表現につながりにくくなる子もいる。思考ツールなどを用いるのも一つの方法であ

る。

(4) 今回の授業で,授業者は準備の段階から子どもたちの夢を把握 していた。一人一人への声か

けもしやすく,「願いの種」のイメージを広げるための支援につながった。子どもたちの意見

を認め,それに答える提案をすることは大切である。

(課題点 (2)について 〉

(1) ボンドを使つて,プラスチックに紙粘土を付けようとしていたがなかなか接着できず,乾く

までしばらく手でおさえている子がいた。そのような場合は,両面テープが有効である。様々

なことを試行錯誤しながら,何を使えば簡単に接着できるかが分かり,それを適切に使 うこと

ができることが知識・技能である。それでもできない時などは,指導者が教えることも大事で

ある。これまでつくってきた中での,問題点と解決策を学級全体で共有していくとよい。

(2) 今日の授業は教室の机で行つたが,も つと大胆に,思いが広がっていくような広い空間で行

つても良かったのではないか。立ち歩きができ,友達の作品のよさを見つけることができる環



境づくり,場づくりが必要。今回は先生がタブレットを使い,友達の作品をテレビに映して

いたので,それを補 うことができていた。

(3)材 料は大切である。今回は材料が豊富にあったので,思いがどんどん広がっていった。材

料集めから子どもたちの意欲が感じられた。また,材料を置く位置にも配慮をしたい。低い位

置にあり材料置き場全体が見渡せると,材料を取りに来た時に,「あんな物もある。」と思いも

よらない材料が見つかる場合もある。

(4) カッターや段ボールカッターなど,刃物を使用するコーナーがあり,最初に扱い方の注意事

項を伝えていたのは良かった。

(課題点 (3)について 〉

(1) 今回の授業では,鑑賞の活動は少なかったが,タ ブレットで撮影した友達の製作の様子をテ

レビの画面に映して紹介するのは,発想や表現の広がりにつながっていた。

(2) コメントを付箋に書き込むような鑑賞の方法を取り入れながら,学びを続けていく方法も考

えられる。

3 今後の課題

(1) 接着の仕方について, どんな材質の物には何 (ボンド0両面テープ・グルーガン等)で付け

ると良いのか,経験して理解させたり,必要なことは先生が教えたりして,確かな技能を子ど

もたちに身につけさせたい。工夫も大事だが,技能的なことは指導しておきたい。

(2) 子どもたちは,材料のよさや友達の作品のよさから,発想を広げていた。具体的な表現が多

かつたが,抽象的な表現の仕方があっても良い。今回は「形」に目を向けがちだったが,「色」

も大事にし,作品と結びつけられるよう取り入れると良い。

(3) 指導要領が変わったが本質は変わつていない。「思考・判断・表現」と「知識・技能」のバ

ランスが大事である。教材研究をしっかり行い,子 どもが学習したこと,経験したことが,次

につながるような声かけをしていくようにする。

(4) ワークシー トの活用としては, 自分の発想を単語やキーワー ドで表しても良い。また,「 こ

うしたかつたけれど,できなかった。」ということも書けるようにしておくと支援が行いやす

くなる。

(5) 活動の過程を大事にしてほしい。「一生懸命考えてした。」ということが,その子に残つてい

れば評価できる。手が止まっているから駄目なのではなく, しっかり考えていることを評価 し

たい。

(6) 材料集めの中に意欲 (人間性・主体性)がある。図画工作科の学びを生活にどう生かすか,

材料とどう関わつているかも評価の参考になる。
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